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（写真１：名倉先生師範授業）  （写真２：国語「おおきなかぶ」） 

 

＜８月＞ 

・ 授業名人「名倉裕一先生」から基本的な道徳の授業の進め方につい

てお話をしていただきました。「意見のられつではなく、クラスの

みんなが道徳的価値観に基づいて話し合うことが大切である。」と

いう指導をしていただきました。 

・ 授業名人「杉浦光子先生」から「教員の人間性も大切だが、授業力

を磨く方が大切である。そのためには①自己開示 ②校内研修 ③

自己研修の３つを大切にしたい。」など、とても多くのことを学ぶ

ことができました。 

 

＜９月・１０月＞ 

国語（加藤正弘先生）、国語（杉浦光子先生）、道徳（名倉裕一先生）

音楽（小田紀夫先生）の各授業名人をお招きして授業研究会、師範授

業、ＴＴでの指導などで合計１４回指導していただきました。 

・国語では低学年の本読みの指導法、動作化、ワークシートへの朱書

き、意見をかかわらせるための指導法、単元が終わってからの発展

的な取り扱いなど、多くのことを指導していただきました。 

・道徳では、資料の提示の仕方、ワークシートの使い方、主人公の気

持ちを考える授業展開など、基本的なことを指導していただきまし

た。また、師範授業で道徳的価値観を深めさせる意見交流の仕方を

示唆していただきました。 

・音楽では学級の実態をとらえることの重要性、指導案を書くときに

子ども一人ずつに視点を置き支援の方法を書いていくことの重要性

を指導していただきました。  


